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Ⅰ．岡山大学大学院社会文化科学研究科のアドミッションポリシー 

 

社会文化科学研究科博士後期課程は、以下に掲げた力を身に付けた人材を求めます。 

  

求める人材像 

岡山大学のアドミッション･ポリシーのもと、社会文化科学研究科では、文学・法学・経済学の各分

野において高度な知識・能力と技術・判断力を身につけた高度実践人や高度な専門的分析能力を持つ

研究者を目指す入学者を求めています。入学者の多様性を重視し、日本人、外国人留学生、職業人・社

会人など様々な方を求めます。 

社会文化科学研究科博士後期課程では、博士後期課程入学前に、周囲の様々なステークホルダーと

協働して課題解決に導く実践力、論理的で複眼的な探究力、幅広い学びから自らの知を深められる教

養力に加えて、人文･社会科学の様々な専門分野における基礎的知識を深く統合できる専門力を、大学

及び博士前期課程において培ってきた人材を、学内外から広く求めます。専門分野に関する学力と柔

軟な思考力、豊かな知性と感性を備え未知に挑戦する強い目的意識と探究心を持って、学術研究に意

欲的に取り組む気概のある人を求めます。  

博士後期課程では、博士前期課程で培われた専門領域に関わる知識や経験を踏まえて、さらに高度

な学究的かつ総合的な観点から学生の教育・研究指導を行い、伝統的な人文・社会科学の学問領域（文

学、法学、政治学、経済学、経営学）における個別研究にも十分に対応できる教育・研究システムの整

備に努めています。 

 

求める力 

入学者に対しては、より大きな課題と向き合い解決のために先駆けて行動できる実践力、社会的な

課題に様々な観点から専門力を用いて本質に迫る探究力、他者と垣根を越えて相互に高め合うコミュ

ニケーション力、自らの成長のためにより広く深く学ぶ教養力に加えて、学位プログラムの特性に応

じて以下に掲げるように、人文･社会科学のそれぞれの学問領域の土台となる専門知識と技能を深く統

合することができる専門力を、入学後に身につけることを求めます。 

学位プログラムが求める専門力は以下の通りです。     

【社会文化学学位プログラム】 

研究者や高度専門人として、伝統的な人文・社会科学の学問領域の個別研究に十分対応できる高度

な専門知識を習得し、各分野の諸問題を発見して解決できる専門力 

 

社会文化科学研究科博士後期課程の選抜方針・選抜方法の具体的な考え方と、能力との関係 

博士後期課程では、多様な学生を評価するために、一般の入学者選抜と進学者選抜を行います。 

①一般の入学者選抜では、筆記試験（志望する研究分野に関連した専門科目と志望する研究分野に

係る各国文献読解）と口述試験（学位論文等及び研究計画書を中心に行う）の結果及び書類審査を総

合して、人文･社会科学の多様な分野に関する高度な専門能力を判定します。 

②進学者選抜では、岡山大学大学院博士前期課程又は修士課程を修了見込みの者を対象にして、口

述試験（学位論文等及び研究計画書を中心に行う）の結果及び書類審査を総合して、人文･社会科学の

多様な分野に関する高度な専門能力を判定します。 

 

入学前に学習しておくことが期待される内容 

 それぞれの所属する専攻･講座に応じて、人文･社会科学の様々な専門分野の高度な専門的知識を学

習するために必要な博士前期課程修了相当の基礎学力を身につけておいてください。 

 

本募集要項に記載の入試では、①②の一般の入学者選抜及び進学者選抜は実施し
ません。 
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Ⅱ．岡山大学大学院社会文化科学研究科博士後期課程の概要 

 

 本研究科博士後期課程は、「社会文化学専攻」の１専攻からなり、「文化共生学講座」、「人間社会科

学講座」、「政策科学講座」、「国際教育科学講座」の４講座で構成されています。そして、４講座のもと

に、８教育・研究分野（人間文化論、社会文化論、日本文化論、比較社会発展論、公共政策論、現代企

業論、ESD・ESDGs 論、GCED 論）を置いています。また，社会文化学学位プログラムがあります。 

 

１ 講座・教育研究分野の概要 

(1) 文化共生学講座 

本講座は、人間と人間の共生に関して、諸文化の歴史と独自性を前提とした未来形成的な集合的

営みという観点から教育・研究することを目的とします。 

世界の諸文化における共生の思想・歴史・現状を考究することにより、進展する国際化と情報化

の中で不可避的に生じる文化や価値観・世界観の対立・衝突を回避し、文化の多様性の保持と秩序

化、並びに文化の多様性の活性化と制御を図り、諸領域における異文化間の創造的な共生の構築に

貢献できる高度専門的職業人と研究者を育成することを目指します。 

① 人間文化論 

本教育・研究分野は、人類の長い歴史における非共生的あるいは反共生的な事態に対する反省・

批判として試みられてきた共生を模索する数多くの思想や努力・実践を古代からの哲学・思想や

文学・芸術の中に探究するとともに、異文化の接触過程において生じる人間相互の誤解・摩擦・

対立等の根本構造を最大の対立要因たる価値観・世界観の視点から研究し、文化共生のモデルの

探究を行います。 

② 社会文化論 

本教育・研究分野は、多文化間の共生と異文化間の理解に関わる諸問題に対して、社会・文化

の共生・交流の観点から学問的に高いレベルにおける考察の展開を試み、こうした現代社会の問

題に創造的・開拓的に関わりうる人材を育成します。 

具体的には、心理・言語・宗教・経済の観点を主としながらも、集団間の関係性の探究やエス

ニシティ、ジェンダーといった新たな切り口も積極的に取り入れ、最先端の分析と考察を行いま

す。 

 

(2) 人間社会科学講座 

本講座は、人間と人間の共生に関して多様な文化・社会を背景とした諸個人によるグローバルな、

あるいはローカルな秩序形成という観点から教育・研究することを目的とします。 

日本・アジア・欧米の文学・言語・芸術・思想・宗教・政治・経済等の諸分野における歴史と現

状を深くかつ広く考究することにより、確固とした方法論の裏付けをもって世界市民として異文化

理解と文化交流の実践、並びに人間共生の問題解決に寄与できる高度専門的職業人と研究者を育成

することを目指します。 

① 日本文化論 

本教育・研究分野は、日本文化の創生・生成の仕組みを先史時代からの異文化や他者との共生

や融合という視点で捕え直して、日本における文化創生の動態的・歴史的なメカニズムを探ると

ともに、日本固有の人間共生と文化共生の特色を考察して、他者・異文化との共生の新しいあり

方を提起し、文化の生成・接触・交流・創造的共生のプロセスに関する普遍化可能な理論の構築

を図ります。 

② 比較社会発展論 

本教育・研究分野は、欧米における文化の複合性を意識・思想・制度の面から通時的・共時的

あるいは対比的に検証し、アジアにおいては19世紀以降、急速に進んだ世界の一体化の中で近代

にいかに向き合ってきたのか、その過程で旧来の伝統社会や文化はどのように変容してきたのか
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を学際的に考察し、更にまた欧米やアジアの各種の社会制度・社会文化の比較等を人間共生・文

化共生の視点から行います。 

 

(3) 政策科学講座 

本講座は、産業・社会と人間との共生を目指し、産業・地域社会の発展を可能にするための理論

と政策を社会科学的ないしは社会学的観点から追求することを教育・研究目的とします。国際的な

地域間の経済的統合と連携を視野に入れ、経済・経営分野、地理学分野及び法学・政治学分野の研

究者が相互に協力しながらこの目的の実現を図ります。具体的には、産業や企業・公的組織におい

て政策立案能力を有し、指導的立場となる高度専門的職業人の育成を目指します。また国内外でこ

れらの分野の専門的な研究を担っていく研究者を育成します。 

① 公共政策論 

本教育・研究分野では、地域社会発展のための公共政策、すなわち、地域としての発展と自立

性を重視した教育・社会福祉・経済・行政等の各システムや政策を考察の対象とします。このた

めに地域共生社会を創出するための総合的諸施策の探究が、法学・政治学・経済学・経営学・地

理学の分析枠組みを踏まえて総合的観点から行われます。 

② 現代企業論 

本教育・研究分野では、企業経営、企業行動及び企業会計、企業法制といった諸領域に密接な

関わりを持ち、社会に対して強い影響力を持つ企業組織の活動について、多角的に分析できる能

力を培います。具体的には、組織が目標を達成する上で求められる経営上の管理や戦略のあり方、

企業活動を財務的、統計的手法によって測定する方法を教育するとともに、企業取引に伴う企業

取引法、企業紛争処理法などの法制的考察を行います。 

 

(4) 国際教育科学講座 

  国際教育科学講座では、学校や学校外で生じている社会の様々な現象を「教育」の視点で捉え

直し、学問領域を越えた横断的なアプローチを用いて実証的・体系的に追究していく。そして、持

続可能な社会の実現を目指して、考え方や価値観の対立から生じている身近な地域社会の課題や地

球規模の国際的課題を解決し、多文化共生を実現し、国連 SDGs（持続可能な開発目標）を達成し

得る社会のモデルを、教育科学の立場から提案する。学習者が現実の社会を批判的に分析し、創造

的で革新的な解決策を構想できるような教育の内容や方法のモデルを探究する。 

 ① ESD・ESDGs 論 

   本教育研究分野では、ESD（持続可能な開発のための教育）や、ESDGs（持続可能な開発目標のた

めの教育）について、その目標、内容、方法を追究し、学校教育はもちろんのこと、地域社会や国

際社会、さらには企業経営などにおける ESD や ESDGs の普及・発展に寄与することを目指す。人

類だけではなく、あらゆる生命の存続を脅かす環境、開発、貧困、人権、平和に関わる問題を解決

し、人や社会の多様性に対応し得る教育を一層推進し、将来にわたって持続可能な社会を構築する

ことを目指して、新たな行動や仕組み、その基盤となる価値を創造することができる社会の担い手

を育成する教育のあり方を探究する。 

② GCED 論 

  本教育研究分野では、GCED（グローバル・シティズンシップ教育）について、その目標、内容、

方法を追究し、学校教育はもちろんのこと、地域社会や国際社会における GCED の普及・発展に寄

与することを目指す。自国または自文化中心的な見方や考え方を克服し、より平和的で安全で持続

可能な世界を構築するために必要な知識、スキル、価値、態度を身に付けた市民を育成する教育の

理論的枠組みを探究する。 

 

２ 取得できる学位 

  博士後期課程の修了者には、「博士」の学位が授与されます。付記する専攻分野の名称は、（文化

科学）（文学）（法学）（経済学）（経営学）又は（学術）です。 
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(1) （文化科学）は、文化共生・人間共生・地域共生・異文化交流・異文化理解・共生社会の構築

に関する新しい複合的・学際的な視点の研究に付与します。 

(2) （文学）（法学）（経済学）（経営学）は、文学・法学・経済学・経営学（会計学を含む）の各学

問分野で行われる伝統的な研究に付与します。 

(3) （学術）は、文学・法学・経済学・経営学（会計学を含む）・教育学の各学問分野で行われる伝

統的な研究や共生・異文化交流に関わる研究の枠に収まらない新しい複合的・学際的な視点の研

究に付与します。 
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Ⅲ.外国人留学生SDGs海外特別入試【第１次】【第２次】学生募集要項 

 

１．募集人員（第1次募集・第2次募集共通） 

研究科 専  攻 募集人員 

社会文化科学研究科 

（博士後期課程） 
社会文化学専攻 

 

若干人 

 

 

２．試験日程等の概要 

今回の募集に関する試験日程等は，次の表のとおりです。 

 第１次募集 第２次募集 

出 願 期 間 
2026年 4月 22日（水） 

～5月 7日（木） 

2026年 6月 8日（月） 

～6月 11日（木） 

試 験 日 書類のみで審査を行う 

2026年 6月 26日（金）， 

6月 29日（月） 

のうち，本研究科の指定する日時 

合格者発表 2026年 6月 5日（金） 2026年 7月 9日（木） 

 

３．出願資格 

  次の各号のいずれにも該当する者 

第１次募集・第２次募集共通 

１ 次のいずれかに該当する者又は2026年 9月までに該当する見込みの者 

① 修士の学位又は専門職学位を有する者 

② 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者 

③ 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位又 

は専門職学位に相当する学位を授与された者 

④ 国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与された者 

⑤ 本研究科において，個別の入学審査により，修士の学位又は専門職学位を有する者と同

等以上の学力があると認めた者で、24歳に達した者  

２ 日本国籍を有しない者で，日本国外に居住し，入学試験を受験するために渡日することが 

できない者 

３ 大学院入学後に，「出入国管理及び難民認定法」に定める「留学」の在留資格を取得でき

る見込みの者 

 

 

外国人留学生SDGs海外特別入試の特徴等 

 

大学院社会文化科学研究科（博士後期課程）では，本学が推進しているSDGs達成に向け，特別入

試を実施しています。 

本入試では，外国人入学志願者が入学試験のために来学することなく受験することができ，SDGs

達成に貢献できる人材育成を目指しています。 
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第１次募集のみ 第２次募集のみ 

４ 岡山大学の大学間交流協定校又は本研究

科，文学部，法学部，経済学部の部局間交流協 

定校を卒業した者及び2026年 9月までに卒業

見込みの者 

 

５ 日本語能力試験（JLPT）１級又はN1を取

得している者 

 

 

 

 

 

４ 国内外の公的機関等による奨学制度・研

修制度などの選考に合格した者又は指導予定

教員の受入内諾がある者 

 

５ 在籍大学（出身大学）等から人物・学力と

もに特に優秀である旨推薦された者 

 

６ 日本語による日常会話能力を有し，かつ，

入学時点で日本語能力試験（JLPT）のレベルN2

相当以上の語学能力を有している者又は英語

におけるヨーロッパ言語共通参照枠（CEFR）の

B2相当以上の語学力能力を有している者 

（注１）出願資格１－⑤により出願する方は，出願に先立ち出願資格審査を行います。 

（注２）学位授与見込みで出願した者で，2026年 9月までに学位が授与されない者は入学を取り 

   消します。 

（注３）指導予定教員の受入内諾に際しては，インターネット等による面談がある場合がありま

す。 

 

４．出願資格審査 

（１）出願資格審査方法 

  出願資格１－⑤により出願する方は，出願に先立ち出願資格審査を行います。 

該当の入学志願者は，下記（３）の申請書類を，受付期間内に必着するよう「国際スピード

郵便」にて下記（２）の申請書類提出先まで郵送してください。 

 

（２）申請書類受付期間・提出先 

第１次募集 第２次募集 

2026年 3月 23日（月）まで（必着） 2026年 5月 22日（金）まで（必着） 

封筒の表に「大学院社会文化科学研究科博士後期課程外国人留学生 SDGs 海外特別入試出願

資格審査書類在中」と朱書きし，「国際スピード郵便」で郵送してください。 

提出先：〒700-8530 岡山市北区津島中3-1-1 

岡山大学大学院社会文化科学研究科教務学生担当 

 

（３）申請書類 

①入学試験出願資格認定審査願（所定様式） 

②履歴書（所定様式） 

③研究業績表（所定様式）及び研究経過報告書（様式任意）（2,000字程度） 

④最終学校の修了（見込）証明書 

⑤最終学校の成績証明書 

※ 出願書類はすべて原本に限ります。（④，⑤の書類は，受付時に複写し，返却します。） 

 

（注）上記書類のうち，英語以外の外国語で書かれたものには，全てその日本語訳を添付してく 

ださい。 

 

（４）申請書類の請求方法 

岡山大学大学院社会文化科学研究科ホームページ（下記URL参照）から，出願資格審査申 
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請書類を取得してください。 

URL https://shabun.ccsv.okayama-u.ac.jp/admission/kaigainyushi_d_shinnsa_youshiki 

 

（５）認定方法 

書類審査により行います。 

 

（６）審査結果について 

第１次募集 第２次募集 

2026年 4月 10日（金）頃 2026年 6月 5日（金）頃 

審査結果については本人あてに「国際スピード郵便」で通知します。なお，いかなる理由が

あっても提出書類（申請書類④及び⑤は除く）は返却しません。 

出願資格が認められた方は，４．出願手続に従い出願手続を行ってください。事前審査で提 

出済みの証明書等は，出願手続時に再度提出する必要はありません。 

 

５．出願手続 

（１）出願方法 

   入学志願者は，下記（５）の出願書類等を，出願期間内に必着するよう「国際スピード郵 

便」にて下記（３）の出願書類提出先まで郵送してください。 

 

（２）出願期間 

第１次募集 第２次募集 

2026年 4月 22日（水） 

～2026年 5月 7日（木）まで（必着） 

2026年 6月 8日（月） 

  ～2026年 6月 11日（木）まで（必着） 

 

（３）出願書類提出先 

    〒700-8530 岡山市北区津島中3-1-1  

岡山大学大学院社会文化科学研究科教務学生担当 

 

（４）出願上の注意 

   ①出願後の出願書類等の記載内容についての変更は認められません。 

   ②出願書類受理後は，いかなる理由があっても返却しません。 

 ③出願書類に不備があるもの及び入学検定料に不足のあるものは受理しません。 

    ④出願書類等の記載内容に虚偽の記載があった場合は，入学後においても入学が取り消さ 

れることがありますので注意してください。 

 

（５）出願書類等 

第１次募集・第２次募集共通 

①入学願書・履歴書（所定様式） 
   ②出身大学の成績証明書 

   ③出身大学院の成績証明書 

   ④出身大学院の修了（見込）証明書 

   ⑤学位（修士）論文の要旨（2,000字程度）（所定様式） 

⑥研究計画書（2,000字程度）（所定様式） 

⑦在籍大学院（出身大学院）等からの推薦書（所定様式） 

➇写真（最近3ヶ月以内に撮影したもの，縦4㎝×横1㎝，上半身，正面，脱帽，裏面 

      に氏名を記入し，入学願書の所定の箇所に貼付してください） 
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⑨入学検定料支払証明書（所定用紙に貼付） 

入学検定料３０，０００円を「１０．その他（４）入学検定料支払の流れ」によりお支

払いください。入学検定料の支払確認後に，「入学検定料支払証明書」を印刷し，所定

用紙の所定欄へ貼付してください。 

    ※１次募集の入学検定料支払い手続きは 2026 年 4月 1日から，2次募集は 2026 年 5月

9日から可能です。 

 

第１次募集のみ提出 第２次募集のみ提出 

⑩学位論文（修士論文）の写し 

⑪研究業績書（所定様式） 

⑫日本語能力試験1級又はN1の証明書 

 ※公益財団法人日本国際教育支援協会と

独立行政法人国際交流基金が主催してい

るもの 

 

⑩国内外の公的機関等による奨学制度・研修制

度などの選考に合格していることが確認できる

もの又は指導予定教員の受入内諾書 

⑪３．出願資格６の語学能力が確認できる書類 

⑫本研究科が必要と認める書類（任意） 

・学位（修士）論文又はそれに代わる研究論文 

・研究業績等 

 

（注１）出願書類はすべて原本に限ります。提出いただいた証明書（⑨は除く）は，受付時に複 
写し，返却します。 
 

（注２）いかなる理由があっても支払済の入学検定料は返還しません。ただし，次の①～③の場 

合については，その限りではありません。 

①入学検定料を支払ったが，出願書類等を提出しなかった場合 

②入学検定料を支払ったが，出願が受理されなかった場合 

③入学検定料を誤って二重に支払った場合 

※国費外国人留学生の入学志願者は原則として入学検定料の納入は不要ですが，2026年 9月

30日限りで奨学金支給期間が終了する場合は，入学検定料の納入が必要です。なお，奨学 

金支給期間の延長が認められた場合には，入学検定料を返還します。 
 

（注３）上記書類のうち，英語以外の外国語で書かれたものには，全てその日本語訳を添付して

ください。ただし，学位論文（修士論文）については，日本語訳は不要です。 

 

（６）入学願書志望教員欄について 

この欄は事前に志望教員の人数把握を行い，指導体制を整えるために記入してもらうもの

です。教員の研究内容、連絡先を岡山大学大学院社会文化科学研究科ホームページ

（https://shabun.ccsv.okayama-u.ac.jp/faculty-directory/）の教員連絡先 Faculty 

Directory（PDF file）又は岡山大学ホームページ（https://www.okayama-u.ac.jp/tp/ 

reserch/index.html）の研究者・研究情報等で参照し，志望教員に事前連絡の上，必ず記入

してください。 

 

（７）出願書類の請求方法 

岡山大学大学院社会文化科学研究科ホームページ（下記URL参照）から，出願書類を取得し

てください。 

URL  https://shabun.ccsv.okayama-u.ac.jp/admission/kaigainyushi_d_youshiki 
 

（８）個人情報の取扱い 

   提出された出願書類等及び記載されている個人情報は，入学者選抜に係る業務に使用しま
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す。 

ただし，入学者については志願票に記載された氏名，性別，生年月日，現住所，出身学校 

等の個人情報を本学学務システムの学校基本情報への登録データとしても利用します。 

また，合格者の受験番号，氏名（漢字・カナ）の個人情報については，本学授業料債権管 

理事務システム及び授業料免除事務システムの業務にも利用します。 

なお，入学料免除の申請，入学料徴収猶予の申請，授業料免除の申請及び独立行政法人日 

本学生支援機構奨学金等への申請があった場合は，申請者本人の入学試験成績及び学業成績 

証明書を入学料徴収猶予等の業務に係る学力判定処理に利用することがあります。 

 

６．受験番号の通知 

第１次募集 第２次募集 

2026年 5月 13日（水）頃 2026年 6月 17日（水）頃 

 
（１）受験番号は「入学願書」に記載されているメールアドレス宛に通知します。 

なお，到着しない場合には，次の連絡先に連絡してください。 

岡山大学大学院社会文化科学研究科教務学生担当 

E-mail：socialoffice@adm.okayama-u.ac.jp 
 

（２）受験番号は，合格発表及び入試情報開示請求の際に必要となりますので，大切に保管して 

おいてください。 

 

７．入学試験の方法及び入学者選抜方法 

第１次募集 第２次募集 

応募書類により書類審査を行い，合否を決

定します。 

書類審査及び口述試験（オンライン面接）に

より合否を判定します。 
口述試験は，2026年 6月 26日（金），2026

年 6月 29日（月）のうち，本研究科が指定し

た日時に実施します。 
（試験日程は，変更となる場合があります） 
 

 

８．合格者発表 

第１次募集 第２次募集 

2026年 6月 5日（金）13時 2026 年 7月 9日（木）13時 

岡山大学大学院社会文化科学研究科ホームページに合格者の受験番号を掲載するとともに，合

格者には文書で通知します。なお，電話等による合否の問い合わせには一切応じません。 
 

９．入学手続 

（１）入学手続方法 

   詳細は合格通知書とともに送付する「入学案内」により通知します。 

 

（２）入学手続期間 

   詳細は合格通知書とともに送付する「入学案内」に掲載しています。 

 

１０．その他 

（１）入学料及び授業料 
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   入学料      ２８２，０００円［予定額］ 

 授業料（年額）  ５３５，８００円［予定額］ 

※入学時及び在学中に改定が行われた場合には，改定時から新たな金額が適用されます。 

 

（２）修学援助 

修学援助の一環として，入学料免除・徴収猶予，授業料免除及び奨学金の制度があります。 

 

（３）問い合わせ 

本学生募集に関する問い合わせは，下記あてにＥメールで行ってください。 

① 出願，専攻分野，志望教員等に関する問い合わせ 

    〒700-8530 岡山市北区津島中3-1-1  

    岡山大学大学院社会文化科学研究科教務学生担当 

E-mail：socialoffice@adm.okayama-u.ac.jp 

 

②宿舎に関する問い合わせ    

    岡山大学学務部国際教育推進課 

E-mail：housing@cc.okayama-u.ac.jp 
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（ ４ ） 入学検定料支払の流れ

入学検定料支払の流れは、以下のと おり です

イ ン タ ーネット に接続さ れたパソ コ ン 、プリ ン タ ーなどを

用意し てく ださ い。 

（ スマート フォン、タ ブレット は非推奨）

申込登録完了後は、登録内容の修正・ 変更ができませんので誤入力のないよう 注意し てく ださ い。ただし 、入学検定料支払い前であれば正し い内容

で再登録すること で、実質的な修正が可能です。

※「 入学検定料の支払い方法」でクレジット カ ード を選択し た場合は、個人情報登録と 同時に支払いが完了し ますので注意し てく ださ い。

STEP

1

日本語サイト

英語サイト

https://e-apply.jp/n/okayama-payment-jpn

https://e-apply.jp/n/okayama-payment-eng

大学

事前準備
入学検定料支払サイト に

アク セス
入学検定料の
支払い方法

入学検定料
支払証明書の印刷

個人情報の
登録

STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4 STEP 5

登録完了後に確認メ ールが送信さ れます。メ ールを受信制限し ている場合は、送信元（ @ e -a p p ly . jp ）から のメ ール受信を許可

し てく ださ い。　 ※確認メ ールが迷惑フォルダなどに振り 分けら れる場合があり ますので、注意し てく ださ い。

STEP

2

STEP

3

または、

または、

入学検定料の支払い方法で「 コ ンビ ニエンススト ア」又は「 ペイジー対応銀行A TM 」を選択さ れた方は、支払い方法の選択

後に表示さ れる お支払いに必要な番号を控えたう え、通知さ れた「 お支払い期限」内にコ ンビ ニエンススト ア又はペイジー

対応銀行A TM にてお支払いく ださ い。

事前準備

ホームページ        https://www.okayama-u.ac.jp/tp/admission/index.html
から アク セス

個人情報の登録

画面の手順や留意事項を必ず確認し て、画面に従って必要事項を入力し てく ださ い。

入学検定料支払サイト にアク セス

受付番号（ 12 桁）メ モ

「 支払済内容を確認・ 印刷」ボタンより、

受付番号（ ＊）、生年月日、メ ールアド レ

スを入力・ ログインすると、自分が登録

し た内容確認、W eb 志願書の出力が

できます。

③個人情報（ 氏名・ 住所等）

①試験方式、研究科等

テスト メ ール送信を行い、登録アド レ

スにテスト メ ール受信の確認後、メ ー

ルアド レ ス 下の【 メ ール確認済】の

チェック□を入れてく ださ い。

②テスト 送信メ ールの確認

受付番号（ 12 桁）は必ず控えてく ださ い。
個人情報を 確認する場合と 、入学検

定料支払証明書を出力する際に必要

になり ます。

④申込登録完了

●コ ンビニエンススト ア

●ペイジー対応銀行ATM

●ネット バンキング ●クレジット カ ード

⑤入学検定料の支払い方法 ⑥入学検定料支払証明書

（ イメ ージ）

（ ＊）
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入学検定料の支払いSTEP

4 1 クレジット カ ード での支払い

個人情報の登録時に選択し 、支払いができます。

【 ご利用可能なクレジット カード 】

VISA、M as te r、JCB、AM ERICAN  EXPRESS 、M U FGカード 、D Cカード 、U FJカード 、N ICOSカード

出願登録時に支払い完了 W e b で 手続き 完了

3 コ ンビニエンススト アでの支払い 4 ペイジー対応銀行A TM での支払い

●レジで支払い可能 ●店頭端末を 利用し て支払い可能

Lopp i

Fa m iポート

ク ラブ
ステーショ ン

個人情報の登録後に表示さ れるお支払いに必要な番号を 控え

て、コンビニエンススト アでお支払いく ださ い。

個人情報の登録後に表示さ れる

お支払いに必要な 番号を 控えて 、

ペイ ジ ー対応銀行A T M にて 画面

の指示に従っ て 操作のう えお支払

いく ださ い。

2 ネット バンキングでの支払い

個人情報の登録後、ご利用画面から そのまま各金融

機関のページへ遷移し ますので、画面の指示に従っ

て操作し 、お支払いく ださ い。

※決済する口座がネット バンキング契約さ れていること が必要です

※利用可能な銀行は「 支払い方法選択」画面で確認してく ださ い。

※ゆう ちょ銀行・銀行ATM を利用する場合、現金で1 0 万円を超える場合はキャッシュカード で支払ってく ださ い。コンビニエンススト アを利用の場合は現金で3 0 万円までの支払いと なります。

各コ ン ビ ニ端末画面・ A T M の画面表示に従っ て 必要な情報を 入力し 、

内容を 確認し て から 入学検定料を 支払っ てく ださ い。

セブン -イレブン
ローソン

ミ ニスト ップ
ファミ リ ーマート セイ コ ーマート

P a y -e a s y

利用A TM

デイリ ーヤマザキ

ヤマザキデイリ ースト アー

コ ンビ ニエンススト ア

Lopp i ファミ ポート クラブ ステーショ ン ペイジー対応銀行ATM店頭レジ店頭レジ

レジで検定料を現金で支払う ※
発券さ れた申込券（ 受付票）をレジへ持参し 、検定料を現金で支払う ※

申込券（ 受付票）発行後は3 0 分以内にレジにて支払ってく ださ い。

取扱明細書兼領収書を必ず受け取る領収書（ レシート 形式）を必ず受け取る
ご利用明細書を

必ず受け取る

支払い内容確認 支払い内容確認

「 インタ ーネット 受付

各種代金お支払い」

を選択

「 税金・ 料金払い

込み」などを選択

レジで

「 インタ ーネット 代金

支払い」と 伝える

「 確認番号（ 6 桁）」

入力

「 お客様番号

（ 11 桁）」入力

「 オンライン決済番号

（ 11 桁）」を入力

収納機関番号

「 5 8 0 2 1 」

を入力

「 現金」「 キャッシュ

カード 」を選択し

支払う ※

3 銀行A T M4

「 オンライン決済番号

（ 11 桁）」を伝える

「 払込票番号

（ 1 3 桁）」を伝える

レジで

「 オンライン決済」と

伝える

「 各種番号をお持ち

の方」を選択

「 お客様番号

（ 1 1 桁）」を入力

「 マルチペイメ ント

サービス」を選択

「 確認番号（ 6 桁）」

入力

支払い内容確認

「 代金支払い」

を選択

「 各種代金お支払い」

（ マルチペイメ ント

サービス）を選択

「 確認番号（ 6 桁）」

入力

「 お客様番号

（ 11 桁）」入力

支払い内容確認

ATM
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入学検定料支払証明書の印刷

個人情報登録、 入学検定料の支払後にダ ウンロードできる書類を印刷し、 入学検定料支払証明書を点線に

沿って切り取り、 所定欄へ貼付してください。 その他の出願に必要な 書類と併せて出願期間内に郵便局窓

口から「 国際ス ピ ード 郵便」 で郵送してく ださい。  ※出願締切日は各募集要項を参照してください。

出願は学生募集要項記載の必要書類と 入学検定料支払証明書を併せて郵送し て完了と なり ます。

登録し ただけでは出願は完了し ていませんので注意し てく ださ い。

支払は2 4 時間可能です。個人情報登録、入学検定料の支払は出願締切日1 7 時（ 営業時間はコ ンビニエンススト アやATM など、施設によって

異なり ます）です。必要書類の郵送は各募集要項で定めら れた時間内に行ってく ださ い。ゆとり を 持った出願を 心がけてく ださ い。

STEP

5

〈 支払完了〉

出願時の

注意点

出願書類の郵送先は各募集要項を
参照し て く だ さ い。

入学検定料
支払証明書

貼付欄

出願書類

送付用封筒
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Ⅳ.O-NECUSプログラム修了者外国人留学生特別入試学生募集要項 

 

１．募集人員 

研究科 専  攻 募集人員 

社会文化科学研究科 

（博士後期課程） 
社会文化学専攻 

 

若干人 

 

 

２．出願資格 

  日本国籍を有しない者で，次のいずれかに該当する者又は 2026 年 9 月までに該当する見込

みの者 

 １ O-NECUSプログラムの双方向学位制度（社会文化科学系コース）に基づき，岡山大学及び 

相手大学の修士課程を修了した者 

 

２ O-NECUSプログラムの短期留学制度（社会文化科学系コース）の経験を有し，相手大学の 

修士課程を修了した者 

 

（注１）大学院入学後に，「出入国管理及び難民認定法」に定める「留学」の在留資格を取得で 

きる見込みの者。 

（注２）修了見込みで出願した者で，2026 年 9 月までに修了できない者は入学を取り消します。 

 

３．出願手続 

（１）出願方法 

   入学志願者は，下記（５）の出願書類等を，出願期間内に必着するよう「国際スピード郵 

O-NECUSプログラム修了者外国人留学生特別入試の趣旨 

 

O-NECUSプログラム（岡山大学－中国東北部大学院留学生交流プログラム）修了者を対

象として，岡山大学の大学院に優れた人材を受け入れて育成することにより，本学大学院

学位の国際的通用性を高めることを目的とする制度（博士課程学位取得制度）に基づき，

学生募集を行います。 

 なお，この学生募集の入学検定料，入学時の入学料及び入学後の本学在学中の授業料に 

ついてすべて無料とします。 

 

O-NECUSプログラム（岡山大学－中国東北部大学院留学生交流プログラム）について 

 

１ O-NECUS プログラムは，岡山大学の大学院と中国各大学（中華人民共和国の東北部に

所在する大学）の大学院とが共同して国際水準の教育を提供し，優れた人材を育成する

ことにより，大学院学位の国際的通用性を高めることを目的とします。 

２ O-NECUSプログラムの双方向学位制度は，中国各大学から岡山大学に派遣される学生

及び岡山大学から中国各大学に派遣する学生が，派遣元大学の大学院に在学したまま派

遣先大学の大学院の正規の課程に入学し，派遣元大学と派遣先大学の双方の修士課程を

修了することにより，派遣先大学と派遣元大学において，それぞれ修士の学位を取得す

る制度です。 

３ O-NECUS プログラムの短期留学制度は，岡山大学と中国各大学が，大学院生を相互に短

期間派遣し，派遣先大学の大学院において修得した単位を相互に認定する制度です。 
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便」にて下記（３）の出願書類提出先まで郵送してください。 

 

（２）出願期間 

  2026年 4月 22日（水）～2026年 5月 7日（水）（必着） 

 

（３）出願書類提出先 

    〒700-8530 岡山市北区津島中3-1-1 

岡山大学大学院社会文化科学研究科教務学生担当 

 

（４）出願上の注意 

   ①出願後の出願書類等の記載内容についての変更は認められません。 

   ②出願書類受理後は，いかなる理由があっても返却しません。 

 ③出願書類に不備があるものは受理しません。 

    ④出願書類等の記載内容に虚偽の記載があった場合は，入学後においても入学が取り消さ 

れることがありますので注意してください。 

 

（５）出願書類等 

   ①入学願書・履歴書（所定様式） 
   ②出身大学の成績証明書 

   ③出身大学院の成績証明書 

   ④出身大学院の修了（見込）証明書 

   ⑤学位論文（修士論文）の写し 

⑥学位（修士論文）の要旨（2,000字程度）（所定様式） 

   ⑦研究業績書（所定様式） 

   ⑧研究計画書（2,000字程度）（所定様式） 

   ⑨写真（最近3ヶ月以内に撮影したもの，縦4㎝×横3㎝，上半身，正面，脱帽，裏面 

             に氏名を記入し，入学願書の所定の箇所に貼付してください） 

 ⑩在籍大学院（出身大学院）からの推薦書（所定様式） 

 

（注１）上記の書類のうち英語以外の外国語で書かれたものには，全てその日本語訳を添付し

てください。 

ただし，出願書類⑤の学位論文（修士論文）の写については，日本語訳は不要です。 

 

（６）入学願書志望教員欄について 

この欄は事前に志望教員の人数把握を行い，指導体制を整えるために記入してもらうもの

です。記入に際しては，岡山大学大学院社会文化科学研究科ホームページ

（https://shabun.ccsv.okayama-u.ac.jp/faculty-directory/）の教員連絡先 Faculty 

Directory（PDF file）又は岡山大学ホームページ（http://www.okayama-u.ac.jp/tp/ 

reserch/index.html）の研究者・研究情報等を参照し，志望教員に事前連絡の上，必ず記入

してください。 

 

（７）出願書類の請求方法 

岡山大学大学院社会文化科学研究科ホームページ（下記URL参照）から，出願書類を取得し

てください。 

URL  https://shabun.ccsv.okayama-u.ac.jp/admission/kaigainyushi_o_youshiki 
 

（８）個人情報の取扱い 
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   提出された出願書類等及び記載されている個人情報は，入学者選抜に係る業務に使用しま

す。 

ただし，入学者については志願票に記載された氏名，性別，生年月日，現住所，出身学校 

等の個人情報を本学学務システムの学校基本情報への登録データとしても利用します。 

また，合格者の受験番号，氏名（漢字・カナ）の個人情報については，本学授業料債権管 

理事務システム及び授業料免除事務システムの業務にも利用します。 

なお，入学料免除の申請，入学料徴収猶予の申請，授業料免除の申請及び独立行政法人日 

本学生支援機構奨学金等への申請があった場合は，申請者本人の入学試験成績及び学業成績 

証明書を入学料徴収猶予等の業務に係る学力判定処理に利用することがあります。 

 

４．受験番号の通知 

（１）受験番号は，2026年 5月 13日（水）頃に「入学願書」に記載されているメールアドレス 

宛に通知します。 

なお，到着しない場合には，次の連絡先に連絡してください。 

岡山大学大学院社会文化科学研究科教務学生担当 
E-mail： socialoffice@adm.okayama-u.ac.jp 

 

（２）受験番号は，合格発表及び入試情報開示請求の際に必要となりますので，大切に保管して 

おいてください。 

 

５．入学試験の方法及び入学者選抜方法 

  応募書類により書類審査を行い，合否を決定します。 

 

６．合格者発表 

2026年 6月 5日（金）13時 

岡山大学大学院社会文化科学研究科ホームページに合格者の受験番号を掲載するとともに，合

格者には文書で通知します。なお，電話等による合否の問い合わせには一切応じません。 

 

７．入学手続 

（１）入学手続方法 

   詳細は合格通知書とともに送付する「入学案内」により通知します。 

 

（２）入学手続期間 

   詳細は合格通知書とともに送付する「入学案内」に掲載しています。 

 

８．その他 

問い合わせ 

本学生募集に関する問い合わせは，下記あてにＥメールで行ってください。 

① 出願，専攻分野，志望教員等に関する問い合わせ 

    〒700-8530 岡山市北区津島中3-1-1 

    岡山大学大学院社会文化科学研究科教務学生担当 

E-mail：socialoffice@adm.okayama-u.ac.jp 

 

②宿舎に関する問い合わせ    

    岡山大学学務部国際教育推進課 

E-mail：housing@cc.okayama-u.ac.jp 
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